
住民へ「切迫感」のある情報を伝えるために
～近畿地方メディア連携協議会 『現場視察会』を開催しました～

R３.３.２５

-近畿地方整備局-

○近畿地方整備局・大阪管区気象台・各メディア報道関係者で構成する「近畿地方メディア
連携協議会」での取組の一つとして、『現場視察会』を令和３年３月２５日に開催しました。

○大和川水系の治水対策について説明をするとともに、普段は目にする機会の少ない大和
川災害対策室や亀の瀬地すべり対策、大和川遊水地対策の現場を視察していただきまし
た。

近畿地方メディア連携協議会現場視察会の概要

【問合せ】
国土交通省 近畿地方整備局 水災害予報センター
〒540-8586 大阪市中央区大手前1-5-44 TEL06-6942-1141（代表）

■日 時：令和３年３月２5日（木） １３:１５～17：00 
■参加団体：7社（五十音順）

朝日放送テレビ／日本放送協会 奈良放送局／関西テレビ放送／近鉄ケーブルネットワーク／

ジェイムウエスト／毎日放送／読売テレビ放送 （記者、キャスター含む）等 計16名 （内座学WEB参加6名）

■視察場所：大和川河川事務所災対室、亀の瀬地すべり対策、大和川遊水地対策（保田地区）

大和川河川事務所災害対策室

亀の瀬地すべり対策 遊水地対策（保田地区）

■説明概要
〇台風等発生時等大和川河川事務所職員の

災対室での出水、洪水時の対応方法を説明
○CCTVカメラや水位計等の確認の仕方を説

明。

■説明概要
〇亀の瀬地すべり対策

を実施していることに
よる被害防止の効果
や対策の概要、歴史
について説明。

○地すべりの原因の一
つである地下水を排
除するための排水ト
ンネルついても視察。

■説明概要
〇整備中である保田地区の遊水地を視察しながら、遊水
地を整備することによる効果について説明。

大和川河川事務所災害対策室

大和川の治水対策について（座学）

■説明概要
〇大和川流域の特徴や氾濫特性（大阪市平野区を事例）、大和川の流域

治水対策等の治水対策について説明。

亀の瀬地すべり歴史資料室

排水トンネル内部 保田地区

大和川河川事務所

■メディアからの意見・感想

○実際に現地に来ると、亀の瀬などはるかに大きな規模で対策を実施していることが実感できた。

○普段から災害に関するデータを頂くことで、台風接近時などに報道できる原資とできれば良い。

○河川に関する内容をお聞かせいただき勉強になった。現地視察の機会を増やしていただきたい。

○危険な状態と認識していただき、逃げるきっかけとなる報道手法を考えたい。

○流域治水や防災、減災など地域イベント情報があれば情報提供願いたい。


